
仕  様  書 

 

１ 入札番号        総病管第３－22号 

 

２ 器械の名称及び数量   生物顕微鏡 １式 

 

３ 機器の構成 (1)または(2)のいずれかとする 

(1) 
   

メーカー 名称 規格 数量 

ｵﾘﾝﾊﾟｽ 生物顕微鏡 BX-53 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ DP27   1式 

  【内訳】     

  生物顕微鏡 BX-53 1式 

  デジタルカメラ DP-27 1式 

  富士通 顕微鏡カメラ画像連携費用   1式 

        

  生物顕微鏡セット BX53     

  【仕様】     

  BX53LED 本体部 BX53F2 1 

  高輝度高演色LED ﾗﾝﾌﾟﾊｳｽ U-LHLEDC100 1 

  電源ｺｰﾄﾞ UYCP-11-D 2 

  3芯2芯ｱﾀﾞﾌﾟﾀ UYCP-AD32 2 

  ｺｰﾄﾞ微分干渉6ヶ穴ﾚﾎﾞﾙﾊﾞ U-D6RES 1 

  広視野三眼鏡筒 U-TR30-2 1 

  透過ｱｰﾑ BX3-ARM 1 

  左下ﾊﾝﾄﾞﾙｽﾃｰｼﾞ U-SVLB-4 1 

  2枚検鏡用右開ｸﾚﾝﾒﾙ U-HRD-4 1 

  ｽﾃｰｼﾞﾊﾝﾄﾞﾙｺﾞﾑ U-SHG 1 

  ﾊﾈﾉｹｺﾝﾃﾞﾝｻ U-SC3 1 

  観察用接眼ﾚﾝｽﾞ WHN10× 1 

  ﾍﾘｺｲﾄﾞ付き接眼ﾚﾝｽﾞ WHN10X-H 1 

  ｶﾊﾞｰ対物ﾚﾝｽﾞ 10倍 UPLFLN10X2 1 

  ｶﾊﾞｰ対物ﾚﾝｽﾞ 20倍 UPLFLN20X 1 

  ｶﾊﾞｰ対物ﾚﾝｽﾞ 40倍 UPLSAPO40X2 1 

  ﾉｰｶﾊﾞｰ対物ﾚﾝｽﾞ 100倍 MPLFLN100× 1 

  ｺｰﾄﾞ機能用ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ U-CBS 1 

  簡易偏光用ｱﾅﾗｲｻﾞ U-GAN 1 

  透過用ﾎﾟﾗﾗｲｻﾞ U-POT 1 

  ﾀﾞｽﾄｶﾊﾞｰ COVER-018 1 

        

  ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ     

  【仕様】     

  DP27 ｶﾒﾗﾍｯﾄﾞ   1 

  ｿﾌﾄｳｪｱ cellSens Standard   1 

  C ﾏｳﾝﾄｶﾒﾗｱﾀﾞﾌﾟﾀ 0.5×   1 

        



  顕微鏡ｶﾒﾗ画像連携費用   1 

    
(2) 

   
メーカー 名称 規格 数量 

ﾆｺﾝ 生物顕微鏡/ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ   1式 

  【構成】     

  生物顕微鏡 CiL-T-21-4 1式 

  デジタルカメラ DP-Fi3 1式 

  LAINS-GX接続費   1式 

        

三啓 生物顕微鏡 CiL-T-21-4 1式 

  【仕様】   1個 

  本体部 CiL 1個 

  三眼鏡筒 C-TT 1式 

  接眼ﾚﾝｽﾞ CFI 10X 2本  1個 

  ｽﾃｰｼﾞ 左ﾊﾝﾄﾞﾙｾﾗｯﾐｯｸｽ   1個 

  ﾚﾎﾞﾙﾊﾞｰ 6孔ﾚﾎﾞﾙﾊﾞ   1個 

  ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ ｱｯﾍﾞ   1個 

  対物ﾚﾝｽﾞ CFI Plan Fluor 10x 1個 

  対物ﾚﾝｽﾞ CFI Plan Fluor 20x 1個 

  対物ﾚﾝｽﾞ CFI Plan Apo Lambda 40xC 1個 

  対物ﾚﾝｽﾞ CFI Plan NCG 100x 1個 

  ﾀﾞｽﾄｶﾊﾞｰ H550L 1個 

  鋭敏色偏光装置 
 

1式 

 
TV ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

 
1個 

三啓 デジタルカメラ DS-Fi3(ﾊﾟｿｺﾝ接続) 1式 

  【仕様】     

  ｶﾒﾗﾍｯﾄﾞ(電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀ含む) DS-Fi3 1個 

  ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄ NIS-Elements D 1式 

富士通 LAINS-GX接続費   1式 

 

４ その他 

（１） 機器は、当院の望む方法で当院の望む時期・場所に納入すること。 

（２） 本仕様書に記載されていない事項について疑義のある場合は当院と協議し、その指示に従うこ

と。 

（３） 主要諸元はメーカーの使用による。 

（４） 接続する電源系統の地路の影響や、雷及び開閉サージ等の影響を受けない設備（器具）とする

か、受けないよう保護設備を設けた設備（器具）とすること。 

（５） 電気容量、入力電圧、漏電対策について病院と事前に相談して必要な措置を講ずること 

（６） 納入後適正に稼働することを確認し、適正に稼働しない場合には速やかに交換をする等の措置

を講ずること。 

（７） 稼働に必要な試薬等の消耗品は1箱以上含むこと。 

 

５ 搬入場所及び保守体制 

（１）搬入場所 



静岡県立総合病院 

 

（２）保守体制 

本院から要請のあった場合は、迅速な保守サービスができる体制であること。 

納入後翌年度末までは、機器が正常に稼働するために必要な保守・点検（定期交換部品代含

む）を無償ですること。 

 


